
  

 

 

 

 

 

 

 

 

★給食週間が始まります★  

 毎年１月２４日～１月３０日まで「学校給食週間」となっています。日本で『給

食』が始まったのは、明治２２年山形県にある私立忠愛小学校で、お坊さんが、貧

しい子どもたちへおにぎりや焼き魚、漬けものを出したことから始まりました。そ

れから、各地で給食が広がりました。 

しかし、昭和に入り、太平洋戦争が始まると、日本は食糧不足となってしまい、

給食を続けられなくなり、中断を余儀なくされました。 

終戦後、しばらく日本の食糧不足がまだ続いていましたが、昭和２１年ユニセフ

等からの支援をもとに再び給食が始まり、現在に至ります。この給食が再び始まっ

たことに感謝する意味をこめて、１月２４日～１月３０日までの一週間が『学校給

食週間』となりました。 

 

★給食の献立について★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、給食の献立はいろいろなことを考えて作られています。できるだけ、

好き嫌いをしないで全部食べられるようにしたいですね。 
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★おはしの持ち方★ 

 子どもたちのおはしの持ち方を見ていると、正しく持てていない子もいるようで

す。学校でも子どもたちに話をしますが、下の図を参 

考にお家でも一緒に持ち方の練習をしていただけたら 

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★お弁当の黄金比★ 

 お弁当の日は、子どもたちがいつもよ

りお昼の時間を楽しみにしているよう

で、とても嬉しそうです。 

 また、子どもたちのお弁当をのぞかせ

てもらうと、子どもたちの好きなものが

入っているだけでなく、きちんと栄養バ

ランスも考えられた工夫いっぱいのお

弁当で、お家の方の子どもたちへの愛情

を強く感じます。いつもありがとうござ

います。 

そんなお弁当のメニューを考えるの

も一苦労かと思いますが、実はお弁当に

は『黄金比』があるそうです。（右図参

照） 

 これからも、お弁当を作るときは、こ

の黄金比を参考に、栄養たっぷりのお弁

当を作っていただけたらと思います。 


